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本研究は2015年度都留文科大学博物館学芸員資格課程の、博物館情報メディア論にて実

習としておこなわれた、ウィキペディアタウン in 都留と、スマートフォンアプリの作成

の実践報告である。実践の目的は博物館において学芸員が地域資料の活用法の一つを学ぶ

と同時に、都留市の地域住民も参加して地域資料の発信、まち歩きの開催、アプリ開発に

より地域情報が発信され、ウィキペディアタウンにより地域住民と連携した地域資料の活

用を実証することができた。本研究により図書館等における地域資料収集の意義を「利

用」という視点から確認することができた。

1 本論文はクリエイティブ・コモンズ 表示 4.0 国際 ライセンスの下に提供されている。
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1 公共図書館での地域資料の収集、保存について

1.1 「地域資料」と「郷土資料」

公共図書館における地域資料（郷土資料）の収集、保存については、図書館法第三条一

項にて、“郷土資料、地方行政資料、美術品、レコード及びフィルムの収集にも十分留意

して”
1）
収集し、一般公衆の利用に供すべき資料として挙げられている。また、図書館の

設置及び運営上の望ましい基準（平成24年12月19日文部科学省告示第172号） 2図書館資

料（一）図書館資料の収集等 2において、市町村立図書館で収集に努める資料として、“郷

土資料及び地方行政資料”
2）
が挙げられている。

法令では「郷土資料」「地方行政資料」という語が使用されているが、近年公共図書館

では「地域資料」と呼ぶ例が増えている。本論では郷土資料ではなく、「地域資料」の活

用事例について述べるにあたり、まず「地域資料」とは何かについて検討する。

1982年に図書館問題研究会が発行した『図書館用語辞典』
3）
には、「郷土資料」の見出し

があり、「地域資料」の見出しへの参照もされている。本辞典での地域資料は“特定の地

域で刊行あるいは生産され、また、その地域に関して記述されている資料”としている。

一方参照元の「郷土資料」は、“郷土を知り、郷土を研究する手掛かりとなるもので、郷

土および郷土人に関する文献資料・視聴覚資料・博物館資料その他一切の資料（『図書館

ハンドブック』増訂版1960年）”
4）
と図書館ハンドブックの定義をそのまま引用している。

用語の説明には“郷土資料は、これまで郷土史に関する資料が中心に考えられ、ともする

と趣味的・好事的に扱われてきた感があった”
4）
と指摘しており、現状の郷土を知るため、

“行政資料を併せて重視すべき”
4）
として、「郷土の資料」「地域資料」という用語も併記

されている。

『図書館ハンドブック』の最新版、2010年発行の第 6版補訂版
5）
には、図書館で扱う資

料として「郷土資料」のかわりに「地域資料」があり、“図書館法では、「郷土資料」「地

方行政資料」とされているものを、地域資料としてあつかう」としている。図書館ハンド

ブック第6版補訂版で、「地域資料」の考え方の変化の説明には、従来の郷土資料の扱い

が、1963年発行された中小公共図書館運営基準委員会報告『中小都市における公共図書館

の運営』（通称中小レポート）
6）
において、”限られた人たちのための資料中心、整理・保

存中心の図書館サービスの典型”と批判的にあげられたとしている。

中小レポートでは、「郷土の資料」と「郷土資料」が区別され、P. 136からの「郷土資

料」の説明において、「郷土の資料」は郷土に関連する資料で今日的な資料も含み、“郷土

の資料は、地域の市町村立図書館が責任をもって収集しなければならない”としている。

そして、「郷土資料」については、“重要であるが、趣味的、好事的な感覚では、これらの

資料もアクセサリーの域をでない”と指摘し、業務のなかでそれまで（1960年代までの図

書館において）“実力以上に郷土資料に力を入れて”おり、より現実的な“奉仕のイロ

ハ”
6）
（一般的な資料提供）に資源を投入すべきであるとしている。

『図書館ハンドブック』第 6版補訂版の「地域資料」の定義に戻ると、“1960年代後半

になって「地域資料」という表現が用いられる”
5）
ようになり、「地域資料」は“自治体の

行政サービスを知るための資料であり、さらに刊行物のみならず、住民運動や労働組合運
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動の発行物など、地域行政と住民の生活を結ぶ資料”
5）
と捉えられている。この定義では

公共セクションの発行した資料や、住民運動など地域課題と密着した資料が例示され、住

民の生活一般に関わる、民間から出た資料や生活情報など、住民の通常の生活に必要な情

報からは距離があるように感じられるが、収集すべき資料の例示には、“③地域関係資

料：地域に関係する商業出版物。文学やビジネスなど、その地域をテーマとして捉えてい

る資料全般を含む”
5）
と住民の生活情報などについても収集すべき資料としている。

他の資料でみると、日本図書館協会用語委員会編集の『図書館用語集 改訂版』

（1996.8）
7）
では「郷土資料」の見出しはあるが、その説明としては

公共図書館において収集される当該地域に関する資料。郷土史資料、郷土誌資料ともい
い、また時には地方史資料、地方誌資料などの語も同義に用いられる。

とある。収集する資料については歴史に関する古文書類の他に、地方行政資料、地域で刊

行された郷土出版物、地域の地図、写真などがあげられている。1996年の改訂版には「地

域資料」の言葉はないが、その後改訂された『図書館用語集 三訂版』（2003）
8）
では、

公共図書館において収集される当該地域に関する資料。郷土史資料、郷土誌資料、地域
資料ともいい、また時には地方史資料、地方誌資料などの語も同義に用いられる。（下線
筆者）

とあり、「地域資料」という言葉が現れている。これは図書館界において三多摩郷土資料

研究会が編集した『地域資料入門』（1999）9）において、根本彰がまとめた「地域資料」と

いう概念が一般的となった結果と推測できる。収集されるべき資料の例示は改訂版から変

わっておらず、地方行政資料や郷土出版物など「郷土資料」という概念の中にも、歴史資

料以外の資料、例えば地域における生活資料などの収集について、一定程度含まれていた

と考えられる。

一方、『ALA図書館情報学辞典』（1988）には郷土資料ではなくて、特別資料（Special

Collection）の一部として、“特定の地域”
10）
の資料が含められている。植村長三郎が1967

年に著した『図書館学・書誌学辞典』
11）
の「郷土資料」の内容としては、“当該地域に特に

関係のある図書、地図、絵、挿絵および、その他の資料のコレクション”と定義されてお

り、特に歴史資料に偏っているわけではない。

岩猿敏生、長澤雅男、藤野幸雄、丸山昭二郎共編の『新・図書館学ハンドブック』

（1984）
12）
では、「郷土資料」の説明の中で冒頭に、“従来郷土資料と言われて来たものを、

最近は地域資料という見方でとらえるようになって来た”
12）
とし、その説明も“地域住民

の生活のために、その地域についての学習を必要とする、そのための資料”
12）
としており、

見出しは「郷土資料」であるが、内容としては地域資料の概念をあてている。

図書館学用語辞典編集委員会が2004年に編集した、『最新図書館用語大辞典』（2004）
13）

では、「郷土資料」「地域資料」共に見出しがあり、郷土資料には先出の『中小レポート』

の記述を引用し、従来の郷土史中心の資料群から、“地域資料」、「地域行政資料」という

語も用いられているとし”
13）
、「地域資料」では“特定の地域で刊行あるいは生産され、ま
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た、その地域に関して記述されている資料”
13）
と定義している。郷土資料に加えて郷土出

版物等が含まれているが、郷土資料について、“地域資料と同義語として用いられること

が多かったが、現在では、郷土資料と、当該地域の地方自治体が刊行し、また制作する地

方行政資料とに分ける考え方が一般的”
13）
としており、地域資料の定義と、郷土資料、地

方行政資料の定義がうまく組み合わさっていない。

日本図書館情報学会用語辞典編集委員会が2007年に発行した『図書館情報学用語辞典

第 3版』（2007）
14）
では、「地域資料」は「郷土資料」を参照となっており、独立していな

い。「郷土資料」の定義においてはこれまで見てきた「地域資料」の定義と同じである。

またそこから「行政資料：地方出版物」に参照があり、郷土出版物や地方行政資料は郷土

資料とする場合としない場合があるとしている。

図書館学の古い教科書を見ると、1978年に図書館学教育資料集成の第 2巻として発行さ

れた、『図書館資料論』（1978）
15）
では、VI 章として「地域資料」というタイトルとなって

いる。この中では「地域資料」は「郷土資料」と「地方行政資料」に大別し、“地域に関

するあらゆる資料は、必ずこの両者のいずれかに属する”
15）
としている。この資料におい

ては住民運動の高まりから行政資料への関心の高まりと、「行政資料」の範囲について、

“住民の自主的製作”
15）
によるものまで含まれると拡張している。しかしこの章での「郷

土資料」は郷土史研究のための歴史資料が中心の定義となっており、地方行政資料では地

域住民の生活に関する、行政が発行した資料、または住民作成資料で、地域生活に関する

民間が発行した資料については触れられていない。

1.2 「地域資料」の定義

次に、公共図書館における地域資料の収集、整理、保存についてのレビューをみる。堺

市立中央図書館の竹田芳則は、『研究文献レビュー地域資料サービス』
16）
の中で、1999年以

降に国内で発表された地域資料サービスに関する文献をまとめている。このレビューの中

では、まず三多摩郷土資料研究会の『地域資料入門』
9）
を挙げている。根本彰は本書の中

で地域資料を定義し、サービスの目的として、「当該地域に居住する住民の生活を情報や

資料の面から支援すること」
9）
としている。

根本は本書において、「地域資料」という用語と、図書館法にある「郷土資料、地域行

政資料」の違いについて、資料の利用される目的の変化から、歴史的な変遷についてふれ

ている。根本によると、「郷土」という言葉については、明治後期から歴史研究の一分野

として、郷土史研究があり、そこで利用される資料として「郷土資料」という用語が使わ

れるようになった。戦後郷土史研究について史的唯物論の観点より郷土史研究の研究法に

対し批判がおこなわれ、新しい形として、中央との比較として「地方」という概念がうみ

だされ、地方史研究という歴史分野、そしてその資料として「地方資料」が使用されるよ

うになり、70年代以降の住民運動の盛り上がりを背景とし、中央との対比で地域を見る地

方史への批判として、地域自身の課題を地域の資源で解決していく地域史が主張されたと

している。70年代以降の地域研究では、“自らの地域的な問題を自ら解決するという「地

域主義」の考え方”
9）
が中心にあり、利用される「地域資料」についても、歴史資料だけ

でなく、地域に関連する地方自治体より出される地方行政資料や、地域の生活、文化全般

に関わって出版される資料などが利用され、公共図書館にて収集される「地域資料」とし
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ている。本研究でも広く公共図書館で認知されている根本の「地域資料」の概念を採用

し、公共図書館が収集、保存すべき資料として「地域資料」とする。

戦前の日本の図書館における「郷土資料」の認識について、根本は戦後の図書館界にお

いて郷土資料は「郷土史研究」で利用される資料という認識があったと紹介しているが、

戦前における郷土資料の図書館における認識はどうだったのであろうか。戦前における図

書館学の嚆矢となる資料として、毛利宮彦が1928年から1931年にかけて発行した『圖書

館學講座』全12巻の第 3巻には、当時東京日比谷図書館に勤務していた波多野賢一による

「郷土誌料の蒐集と整理」という一章がある
17）
。波多野は本章のなかで、郷土資料の収集

に対して、“殊に郷土資料の蒐集は、徒に死蔵を以て目的とするものではない”
17）
としてお

り、当時の図書館での状況として、“郷土誌料と稱せられる若干のものが存在”
17）
している

が、”利用し様とする人々の為に、しからば何程かの役に立ち得るまでに、それらの誌料

が整備せられて居るであろうか
17）
と疑問を呈しており、さらに収集されていたとしても

“他日の利用を意圖の中に含めて整理せられてゐるであろうか”
17）
と疑問を呈している。

これらの疑問から郷土資料について、当時の図書館での扱いを類推することはできるが、

波多野はその主張の中で、郷土誌料は「利用」を目的に収集、整理されていなければなら

ないとしており、単なる郷土史研究の資料とだけ意図しているのではないと考えられる。

波多野は郷土資料収集の効果として、“圖書館と市民”
17）
を密接にするとしている。そし

て収集する資料は“地方に關係ある文献”
17）
であり、“あながち過去のみの誌料を蒐集する

のがその本文ではない”
17）
と指摘しており、現代の「地域資料」に概念に通じている。毛

利の『圖書館學講座』は中西裕によると“総合的な図書館学講座としては最初期”
18）
であ

り、“当時の著名な図書館学者・書誌学者がそれぞれの専門知識を披瀝した論考が収めら

れている”
18）
と評している。中西は図書館学講座の内容を戦後の中小レポートの先駆とも

言えるとしており、その先進性を高く評価している。

次に竹田は2006年に文部科学省が発表した『これからの図書館像～地域を支える情報拠

点をめざして～』
19）
を挙げている。『これからの図書館像』では、“第 2章提案これからの

図書館の在り方”の 2．これからの図書館サービスに求められる新たな視点の一つとし

て、“（3）課題解決支援機能の充実”
19）
において、地域の実情に応じた情報提供サービスが

必要とし、課題解決のためには地域資料の後半で確実な収集が重要であると指摘してい

る。さらに、『これからの図書館像』を検討した、「これからの図書館の在り方検討協力者

会議」では、“ 2これからの図書館サービスの在り方 （6）図書館資料の整備と提供 （6

-3）地域資料の意義”
20）
において、図書館に対して、地域資料の収集と出版、学校での総

合的学習、調べ学習に使用するための子ども向け資料の作成・提供、動画資料、静止画資

料の収集・保存を求めている。

『これからの図書館像』および協力者会議では、図書館におけるサービスとして地域の

課題解決や学校における総合的学習・調べ学習への資料提供サービスを挙げ、その基盤と

しての地域資料の収集、保存、さらには図書館が地域資料を編集して、新しい資料の作

成、提供をおこなうことまでが述べられている。

実際の図書館での活動報告としては、竹田によると『図書館雑誌』2001年12月号での特

集「地域資料と図書館」、2002年度全国公共図書館整理部門研究集会における、「地域資料

再発見－新しい時代における資料のあり方を考える」、さらに2003年度以降の全国図書館

図書館における地域資料の活用事例

91



大会資料保存分科会での討議などをあげている。報告のタイトルを見ると、例えば『図書

館雑誌』の2001年12月号の特集では、根本彰「地域資料・情報論：図書館でどう扱うか」、

船木喜夫「インターネットによる地域資料の公開？秋田県立図書館の取り組み」、蛭田廣

一「地域資料組織化の実践」、大原俊秀「三池CO裁判資料の収集と整理に取り組んで？

「図書館の仕事」その後」、島袋正敏「時事問題に対応する地域資料の収集と提供」と、

地域資料の収集、整理、保存までが論考の主たるところで、その利用、活用は、レファレ

ンスでの提供程度にとどまっているように思われる。これらの論考、報告の詳細な分析は

後日の課題とする。

本稿では2005年以降の図書館での活用事例に注目する。竹田はまず滋賀県愛荘町愛知川

図書館館長であった渡部幹雄が実践をまとめた『地域と図書館地域と図書館―図書館の未

来のために』で、当時の愛知川町（合併し現在は滋賀県愛荘町）にておこなっていた「町

のこしカード」の実践を地域住民が参加した活用実践として挙げている。さらに竹田は東

京都日野市立図書館の「日野宿発見隊」の活動、大阪府立図書館「思いのこし」事業など

を挙げている。

竹田が挙げている以外の実践報告として、2008年に山梨県南アルプス市立図書館の上田

弥生が、市立甲西中学校学校司書時代の実践を、「教員活動を支援する地域資料の収集と

提供」
21）
と題して報告している。上田は総合的学習における調べ学習で、教員が地域教材

の掘り起こしが必要となったと指摘し、学校図書館に従来とは違った情報要求が寄せられ

るようになったと報告している。地域資料および、パンフレット、リーフレットなどの

ファイリング資料、新聞・雑誌記事をまとめ教師用コーナーを学校図書館内に設置し、新

しい資料のアップデートなどをおこなった。上田はその後学校図書館から市立図書館へ異

動となり、南アルプス市では学校司書と市立図書館司書が定期的に打ち合わせをし、相互

協力をおこなっている。これらの体制で、学校図書館においても地域資料の収集、活用が

図られている。

地域資料の活用に関する文献の多くや、上田の学校図書館における実践における活用内

容は、主に図書館内でのコーナー展示、レファレンス事例紹介である。レファレンス協同

データベースも含めて、これらの展示活動は重要と考えるが、どちらも場合もたまたま興

味のある人の目に入ることで資料を知ってもらうという活動である。このような展示に興

味を持つ人は、地域の歴史などに元々関心の高い層であることが予想され、かつ、図書館

に日常的に来館する方が多いことが想定できる。また、コーナー化は不特定多数に対して

提示できるが、来館者が「見よう」と思わなければ見ることがない。そのような特性が、

上記の想定の理由である。

竹田は、近年地域住民が参加した地域資料の収集、活用事例として、“住民参加による

地域資料のデジタルアーカイブ構築”となっていると指摘し、具体例として大阪府豊中・

箕面地域における「北摂アーカイブス」、長野県小布施町立図書館（まちとしょテラソ）

の活動を挙げている。これらの活動は、コーナー化から、図書館の地域資料の内容を市民

が主体となってデジタル化し、その中で、改めて地域の発見や、図書館でのレファレンス

以外の活用が図られている。これはレファレンス事例紹介などとは違う新しい活用の仕組

みと言うことができる。

地域住民と公立図書館が協働して地域資料サービスを構築した例として、相宗大督の文
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献レビュー
22）
がある。相宗は、“地域住民が中心になって資料の収集や情報発信を行い、

図書館がそれをサポートする事例”として、愛荘町のまちのこしカード以降、2005年から

2007年に相次いで発表された東京都の調布市立図書館、日野市立図書館、国立市立図書館

の事例を紹介している。これらの事例の課題として活動する人員（住民参加）の不足をあ

げている。その解決策として、竹田も紹介した、大阪府豊中市の北摂アーカイブスを“住

民が参加しやすい仕組みを意識している”
22）
としている。北摂アーカイブ以降2010年代に

入り、大阪市立住吉図書館の「思いのこし事業」を紹介している。次に、図書館自身が地

域資料を作成するサービスも紹介されている。地域資料の自館作成については作成者の確

保や、維持について大きな課題があると考えるが、本研究では地域資料の活用を主たる

テーマとしているので紹介に留める。さらに相宗は“新たな試み”として兵庫県伊丹市立

図書館の「ことば蔵」、長野県伊那市立高遠図書館の事例を紹介している。伊丹市立図書

館の「ことば蔵」は、地元の情報を発信するコミュニティ雑誌であり、企画、執筆、編集

を市民がおこなっており、図書館はそのサポートをおこなっている。もう一つの事例とし

て長野県伊那市立高遠図書館の事例が以下のとおり紹介されている。

5.2． 伊那市立高遠図書館

伊那市立高遠図書館は、同館や他の類縁機関が所蔵している文献のほか、口承で伝わっ
ている情報の保存・活用のため、これらのデジタル化を実施しており、それを地域住民グ
ループである「高遠ぶらり」制作委員会と共同で行っている（72）。活動当初はまち歩き
が主体であったが、近年では、Wikipedia の記事の作成・編集を行うイベントであるウィ
キペディアタウン（CA 1847参照）の実施などに広がりを見せている（73）。図書館は、
デジタル化した資料をまち歩きに活用できるアプリケーション（74）の制作委託先との調
整やWikipedia の記事の作成・編集時のレファレンス等を担う（75）。同館はこれらの事
業について、「誰でも」「好きなことを」「好きな時に」「好きなだけ」参加できるプロジェ
クトであることをアピールする（76）。アプリケーション作成やウィキペディアタウンの
取組みは他の地方公共団体でも見られる（77）（78）。

22）

出版されている情報だけでなく、地域の口承等で伝承されている情報のデジタル化で

ある「高遠ぶらり」作成、およびまち歩きとWikipedia 記事作成を組み合わせたWikipedia

タウンの開催というフレームワークを、本研究では地域資料の活用方法として採用した。

高遠図書館と本研究との違いは、本研究の主な参加者が学芸員科目の受講者であり、地域

情報作成、発信という目的の他に、地域資料発信の重要性を認識させること、および発信

方法の一例として、本フレームワークのスキルの獲得という教育目標があることである。

もちろん本教育目標は地域住民が参加する場合でも重要な目標となる。

今回、都留文科大学の学芸員資格科目「博物館情報メディア論」において、市立図書館

所蔵の地域資料を利用して、地域情報をWikipedia の記事として作成、編集した実践も、

竹田、相宗の指摘する住民参加による地域資料の活用の一つと言うことができる。

本稿では、地域資料の収集、保存といった既存の論考の論点はひとまず置き、地域住民

に地域資料収集の意義を理解してもらうための活動も収集と平行して重要であると考え、

都留文科大学での実践報告から、地域住民が参加した、地域資料を活用した新しい地域資
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料の作成、デジタルアーカイブが、地域資料の活用に対して、どのような意義があるのか

を検討することを目的とする。

2 ウィキペディアタウン in 都留の開催（11月22日（日）開催）

2.1 ウィキペディアタウンとは何か

ウィキペディアタウンは、Wikipedia による自己定義によると、“ウィキペディアタウ

ンとは、その地域にある文化財や観光名所などの情報をインターネット上の百科事典

「ウィキペディア」に掲載し、さらに掲載記事へのアクセスの容易さを実現した街（町）

のことである”
23）
としている。これはウィキペディアタウンをおこなった街についての定

義であるが、イベントとしてのウィキペディアタウンは、上記定義の中の文化財や観光名

所などの情報をウィキペディアに掲載することがイベントの具体的な内容である。

ウィキペディア自身によると、日本語の純記事数993,525件、見出しを含めた項目数は

2,850,833件（2015年12月11日現在）
24）
である。言語数は291言語、全言語（翻訳記事を含む）

の純記事数は36,946,939件であり、非常に大きなデータベースとなっている。多数の見出

しがあるため、検索エンジンの検索結果にヒットすることも多い。市民が簡単に編集でき

るウィキペディアに記事を載せることによって、市町村の観光部門とは違った視点や切り

口で地域を広報することが可能となる。

2.2 日本のこれまでのウィキペディアタウン

日本におけるウィキペディアタウンの経緯について、ウィキペディアタウンのアウト

リーチページ
25）
からみると、日本での最初のウィキペディアタウンは2013年 2 月に横浜の

国際オープンデータの日に合わせておこなわれたのが最初である。横浜市立中央図書館を

会場とし、横浜市内の掃部山公園、汽車道、インド水塔、横浜情報文化センターといった

スポットについて、参加者自身の現地取材と、市立図書館にある地域資料を使った調査に

よりウィキペディアの記事が作成されている。その後、東京都二子玉川、京都、山梨県山

中湖村、奈良、長野県伊那・高遠地域、岡山県北木島、北海道森町、千葉県流山市他、全

国でおこなわれており、2013年に 3件だった開催件数は、2015年に入ると26件（都留を

含む、2015年12月11日現在）に増加している。

ウィキペディアタウンの流れは、まずウィキペディアンと呼ばれるウィキペディア記事

を日常的に編集している者をチューターとし、ウィキペディア記事編集の方針や編集方

法、またウィキペディア自身の成り立ち、思想などをレクチャーする。次に記事を編集し

たいとする場所に参加者が赴き、写真撮影や現地案内板などを取材する。その後図書館等

に戻った上で、図書館が所蔵する地域資料と、現地取材の写真等を元にウィキペディア記

事を作成、編集する。ウィキペディアンは編集方法、資料の調査方法などの支援をおこな

い、図書館でおこなう際には司書が地域資料の探索、紹介などをおこなうことが多い。

（ウィキペディアタウン富山（2015/09/2）での事例）

参加者は地元在住者をはじめ、近隣から参加する者も多い。ウィキペディアタウン都留

では千葉県からの参加者があった。参加者は観光がてら現地取材をして実際に目にし、さ
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らに図書館所蔵の地域資料でその由来や背景などを知ることによって深く理解することが

可能となっている。特に地元在住者にとっては、普段知っている以上の情報を地域資料か

ら知ることが多く、地域情報の再発見につながっている。

2.3 ウィキペディアタウン in 都留の概要

ウィキペディアタウン in 都留は平成27年11月22日（日）に都留市立図書館を会場とし

ておこなった。参加者は都留文科大学生が33名、一般参加者 7名であった。一般参加者の

うち3名は都留市外からの参加者である。他地域で開催されたウィキペディアタウンとの

違いは、本イベントが都留文科大学博物館学芸員科目「博物館情報メディア論」の講義の

一環としておこなわれていることである。他地域での集客の困難さについては、このイベ

ントでは省略されている。

今回は全体のテーマとして都留市に伝わる雛鶴姫伝説をテーマとし、縁の雛鶴神社（山

梨県都留市朝日曽雌地区）への現地取材と、都留市立図書館での関連情報の調査をおこな

図1 Wikipedia タウン富山で資料を収集・記事を作成した「富山市立図書館」

図2 Wikipedia 記事「富山市立図書館」作成時のメモ
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い、ウィキペディア記事にすることを目標とした。

一方大学の講義目標としては、学芸員として地域の博物館に勤務した際、図書館等の地

域資料の活用方法の一つとして、ウィキペディアタウンを想定し、その実施ノウハウを体

験しながら身につけることを講義目標としている。

午前中の現地取材では地域在住の雛鶴神社氏子総代より説明を受けながら約 2キロの道

のりを徒歩で取材した。神社では神社の由来などを話していただき、学生たちが記録し

た。午後から都留市立図書館に入り、『都留市史』をはじめとした地域資料（約150冊程

度）を使って詳細な調査をおこない、地域資料の記述を元に、「雛鶴神社」「石船神社」

「盛里村」「都留市立図書館」の記事を新規作成・編集した。学生たちは、イベント後の

講義のなかで、ウィキペディアの記事にできなかった写真などについて、まちあるき用地

図に落としこんだ。

2.4 まちあるき古地図アプリ「つる歴史さんぽ」作成

Wikipedia タウンでは、地域住民が他地域住民（今回は学生）を地域にて案内する。こ

のとき、一般的には紙の地図・案内パンフレットなどを見ながらおこなうことが多いが、

本研究では、都留市のデジタルアーカイブを兼ね、江戸時代の地図をスマートフォンなど

で見ながら、目の前の現在の都留と、江戸時代の地図とを見比べることができるアプリを

開発し、Wikipedia タウン in 都留にて使用した。

アプリ開発にあたり、ATR Creative 社が開発した「地図ぶらり」を元に作成した。アプ

リでは地図画像にGIS データを埋め込み、スマートフォンのGIS 現在地確認機能を利用

して、さまざまな地図に自分の現在位置をポイントすることができる。今回Wikipedia タ

ウン in 都留のテーマとした、都留市盛里地域曽雌地区と、大判の町割地図のある上谷地

区の地図を、『都留市史』掲載のものよりデジタル化し、GIS データを付与した。

このままでは、単に古い地図に位置がポイントされるだけなので、Wikipedia タウン in

都留にて学生たちが地域住民より説明を受けた内容、および撮影した写真を講義内で編集

し、地図に付け加えた。これにより一人でこのアプリを見ながらまちあるきをしたとして

も、ある程度の地域情報を得ることができるようになった。

アプリ作成を通して、地域住民たちの地域に対する「誇り」「思い」をアプリ化し、ス

図3 アプリ内画像：六地蔵
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図4 アプリ内画像：供の松

図5 アプリ内画像：雛鶴神社

図6 Wikipedia 記事作成と古地図ポイント
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マートフォンにて簡単に見られることにより、地域情報の発信をWikipedia 記事と合わせ

ておこなうことが可能となった。

また学生については、聞いた説明を編集し、また内容を資料などとつきあわせて、地域

を説明する「デジタル資料」を作成するという、これからの地方における博物館学芸員に

重要な知識・スキルを学ぶことができた。

本アプリは地図を追加することが可能であり、来年度以降、都留市の別地域、別時代の

地図をデジタル化して追加していき、説明コンテンツも増やしていきたいと考えている。

3 ウィキペディアタウンの地域資料活用上の意義

ウィキペディアの方針として、「五本の柱」
26）
がある。その一つとして”ウィキペディア

は百科事典です”というものがあり、この中で“独自の研究を認めない方針”というもの

がある。具体的には論文投稿・掲載や出版などにより、内容がある程度確定し、編集者な

どによる検証がおこなわれた情報を元に記事を執筆するということである。この方針によ

り、ウィキペディアタウンで記事を作成する場合、地域資料が大量に必要となる。横浜、

都留などで市立図書館が会場となったのも、まとまった地域資料が所蔵されているからで

ある。ウィキペディアタウンの中で参加者は主体的に地域資料を探索し、それぞれの資料

の中から必要な項目を発見する。そのような作業のなかで、公共図書館に地域資料が保存

されていることを認知し、その保存の意義を確認することとなる。これにより公共図書館

における地域資料の収集・保存の意義が、郷土研究家以外にも認知されることで、公共図

書館における収集・保存が持続的に進んでいくことが見込まれる。今回は博物館学芸員資

格課程でおこなったが、地方の博物館においても、その博物館の存在意義として、地域資

料の収集・保存があり、その意義を住民が認知することが活動の基礎である。その認知を

広げるイベントの一つとしてウィキペディアタウンが該当し、開催の意義を学生が理解す

ることができたことで、講義の目標を達することができた。

本論の前半にて、公共図書館における「郷土資料」から「地域資料」への変遷を追うに

あたり、波多野が戦前に指摘した利用されるための郷土資料収集や、戦後の中小レポート

での指摘のように、好事家向けのコレクションという位置づけから、生活に必要な情報を

提供する郷土の資料という変化、そして根本がまとめた「地域資料」という概念に通じる

所として、地域に関係するさまざまな資料を検討する際に、「利用」という視点が重要で

あるとの認識である。その視点から、ウィキペディアタウンの取組を見ると、地域資料を

もとにウィキペディアタウンの記事は作成されており、付加価値として、情報のデジタル

化と、インターネット上で利用されることが多いウィキペディア上での情報の公開という

価値を持っている。その価値は地域に対して、検索エンジン等で発見されやすくなり、地

域情報発信の方法として優れている。ウィキペディアタウンは地域資料の利用、活用の優

れた一事例であり、多くの地域で開催されることが望まれる。

さらに、ウィキペディアの記事は文献情報を基に作成されており、参加者に対しては

ウィキペディアの理解と同時に、図書館、博物館にて蒐集される文献情報の重要性を認識

させる機会ともなっている。今後も都留市内の地域を変えて継続していく予定である。
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